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(57)【要約】
【課題】内視鏡洗浄消毒装置によって内視鏡の漏水検知
用口金の外表面も自動で洗浄消毒を行えるようにし、ユ
ーザの洗浄消毒作業を軽減する内視鏡システムの実現。
【解決手段】　内視鏡システム６０は、内視鏡２の内部
空間を気密保持する弁２２を有する第１の口金４０と、
第１の口金４０への装着脱時に回動されて弁２２を開閉
する第２の口金５４と、第２の口金５４に設けられ、第
１の口金４０の外周面に密着して気密保持する保持部材
５６と、第１の口金４０から第２の口金５４が外れない
第１の送気圧力および、第１の送気圧力よりも高圧であ
って第１の口金４０から第２の口金５４が外れる第２の
送気圧力のエアーを内視鏡２の内部空間に送気するエア
ポンプ６２と、エアポンプ６２を駆動制御する制御部６
４と、を具備する。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の内部空間を気密保持する弁を有する第１の口金と、
　前記第１の口金に装着自在であって、前記第１の口金への装着脱時に回動されて前記弁
を開閉する第２の口金と、
　前記第２の口金に設けられ、所定の保持力を有して前記第１の口金の外周面に密着して
気密保持する保持部材と、
　前記第１の口金から前記保持部材により保持された前記第２の口金が外れない第１の送
気圧力および、前記第１の送気圧力よりも高圧であって前記第１の口金から前記保持部材
により保持された前記第２の口金が外れる第２の送気圧力のエアーを前記内視鏡の内部空
間に送気するエアポンプと、
　前記エアポンプを駆動制御する制御部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記第１の口金に設けられたカムピンと、
　前記第２の口金に設けられ、前記第１の口金への装着方向に対して所定の角度を有し、
前記第１の口金への装着脱時に前記カムピンが係入されるカム溝と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記制御部に検出信号を出力し、前記エアポンプから送気されたエアーの圧力を検出す
る圧力センサを有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内視鏡システム
。
【請求項４】
　前記エアポンプおよび前記制御部を備え、前記内視鏡の漏水検知処理を行った後に、前
記第２の送気圧力のエアーを前記内視鏡の内部空間に送気して前記第１の口金から前記第
２の口金を外して、前記内視鏡を洗浄消毒する内視鏡洗浄消毒装置を含むことを特徴とす
る請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡システムによる内視鏡の漏水検知
処理方法であって、
　前記エアポンプを駆動して前記第１の送気圧力をかけるステップと、
　前記エアポンプを駆動して前記第２の送気圧力をかけて前記第１の口金から前記第２の
口金を自動で外すステップと、
　を有することを特徴とする内視鏡の漏水検知処理方法。
【請求項６】
　前記第１の口金から前記第２の口金が外された後に前記内視鏡を洗浄処理するステップ
を有することを特徴とする請求項５に記載の内視鏡の漏水検知処理方法。
【請求項７】
　前記洗浄処理の後に前記内視鏡を消毒処理するステップを有することを特徴とする請求
項６に記載の内視鏡の漏水検知処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡を洗浄消毒するときに漏水検知を行う内視鏡システムおよび内視鏡の
漏水検知処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体内の検査、治療などの目的に使用される内視鏡は、体内に挿入する挿入部の外表面だ
けでなく、処置具挿通用チャンネルなどの管路内にも汚物が付着する。そのため、使用済
みの内視鏡は、簡易洗浄後に内視鏡洗浄消毒装置などによって外表面だけでなく管路内も
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洗浄消毒する必要がある。
【０００３】
　この内視鏡洗浄消毒装置は、内視鏡の可撓管もしくは湾曲管の外皮部分、または管路に
、孔が発生すると、内視鏡の内部空間に水が入り、故障を起してしまうおそれがあるため
のいわゆる漏水検知処理を行う機能が備わっているものがある。
【０００４】
　漏水検知処理では、例えば、特許文献１に開示されているように、内視鏡内部に連通す
る漏水検知用口金と、内視鏡洗浄消毒装置の送気部に連通する漏水検知用のエアー口金と
が、漏水検知用チューブを介して接続される。
【０００５】
　なお、漏水検知用コネクタなどは、未接続時に水が内部に侵入するのを防止するために
、未接続時には閉状態に付勢された弁を有する逆止弁構造などを有している。
【０００６】
　そして、内視鏡洗浄消毒装置の送気部から、漏水検知用コネクタおよび漏水検知用口金
を介して、空気などの気体が内視鏡内部に所定圧力になるまで送気された後、内視鏡内部
と漏水検知用配管などとからなる内視鏡内部の密閉空間の圧力変化を測定することにより
漏水検知が行われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１５－２９６４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来の内視鏡では、漏水検知用口金に内視鏡洗浄消毒装置の漏水検知用
コネクタを接続するため、漏水検知用口金の外表面に内視鏡洗浄消毒装置による洗浄液お
よび消毒液が触れず、漏水検知用口金が汚れた場合に漏水検知用口金の洗浄および消毒が
行えないという課題があった。
【０００９】
　そのため、従来の内視鏡は、内視鏡洗浄消毒装置による洗浄消毒後に漏水検知用口金か
ら漏水検知用のエアー口金を外して漏水検知用口金の外表面を洗浄消毒する必要が生じユ
ーザにとっての作業に手間がかかるという問題があった。
【００１０】
　そこで、本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、内視鏡洗浄消毒装置によって
内視鏡の漏水検知用口金の外表面も自動で洗浄消毒を行えるようにし、ユーザの洗浄消毒
作業を軽減することができる内視鏡システムおよび内視鏡の漏水検知処理方法を提供する
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様における内視鏡システムは、内視鏡の内部空間を気密保持する弁を有す
る第１の口金と、前記第１の口金に装着自在であって、前記第１の口金への装着脱時に回
動されて前記弁を開閉する第２の口金と、前記第２の口金に設けられ、所定の保持力を有
して前記第１の口金の外周面に密着して気密保持する保持部材と、前記第１の口金から前
記保持部材により保持された前記第２の口金が外れない第１の送気圧力および、前記第１
の送気圧力よりも高圧であって前記第１の口金から前記保持部材により保持された前記第
２の口金が外れる第２の送気圧力のエアーを前記内視鏡の内部空間に送気するエアポンプ
と、前記エアポンプを駆動制御する制御部と、を具備する。
【００１２】
　本発明の一態様における前記内視鏡システムによる内視鏡のリーク検知処理方法は、前
記エアポンプを駆動して前記第１の送気圧力をかけるステップと、前記エアポンプを駆動
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して前記第２の送気圧力をかけて前記第１の口金から前記第２の口金を自動で外すステッ
プと、前記内視鏡を洗浄処理するステップと、を有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡洗浄消毒装置によって内視鏡の漏水検知用口金の外表面も自動
で洗浄消毒を行えるようにし、ユーザの洗浄消毒作業を軽減することができる内視鏡シス
テムおよび内視鏡の漏水検知処理方法を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】内視鏡装置の構成を示す全体図
【図２】内視鏡コネクタを示す斜視図
【図３】内視鏡が内視鏡洗浄消毒装置のシンクにセットされた状態を示す平面図
【図４】漏水検知用口金およびエアー口金の構成を示す断面図
【図５】漏水検知用口金にエアー口金が接続される状態を示す斜視図
【図６】漏水検知用口金にエアー口金が接続途中の状態を示す斜視図
【図７】漏水検知用口金にエアー口金が接続途中の状態を示す図
【図８】漏水検知用口金にエアー口金が接続された状態を示す図
【図９】漏水検知用口金にエアー口金が接続されており、送気している状態を示す断面図
【図１０】内視鏡洗浄消毒装置による内視鏡の洗浄消毒処理および漏水検知処理のフロー
チャート
【図１１】漏水検知用口金からエアー口金が外れる途中の状態を示す図
【図１２】漏水検知用口金からエアー口金が外れる途中の状態を示す断面図
【図１３】漏水検知用口金からエアー口金が外れた状態を示す図
【図１４】漏水検知用口金からエアー口金が外れて離れた状態を示す図
【図１５】内視鏡および内視鏡洗浄消毒装置の内部構成を示すブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、本発明の好ましい形態について図面を参照して説明する。　
　なお、以下の説明に用いる図においては、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大き
さとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものであり、本発明は、これらの図に
記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、および各構成要
素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。また、以下の説明においては、図
の紙面に向かって見た上下方向を構成要素の上部および下部として説明している場合があ
る。
【００１６】
　図１は、内視鏡装置の構成を示す全体図、図２は内視鏡コネクタを示す斜視図、図３は
内視鏡が内視鏡洗浄消毒装置のシンクにセットされた状態を示す平面図、図４は漏水検知
用口金およびエアー口金の構成を示す断面図、図５は漏水検知用口金にエアー口金が接続
される状態を示す斜視図、図６は漏水検知用口金にエアー口金が接続途中の状態を示す斜
視図、図７は漏水検知用口金にエアー口金が接続途中の状態を示す図、図８は漏水検知用
口金にエアー口金が接続された状態を示す図、図９は漏水検知用口金にエアー口金が接続
されており、送気している状態を示す断面図、図１０は内視鏡洗浄消毒装置による内視鏡
の洗浄消毒処理および漏水検知処理のフローチャート、図１１は漏水検知用口金からエア
ー口金が外れる途中の状態を示す図、図１２は漏水検知用口金からエアー口金が外れる途
中の状態を示す断面図、図１３は漏水検知用口金からエアー口金が外れた状態を示す図、
図１４は漏水検知用口金からエアー口金が外れて離れた状態を示す図、図１５は内視鏡お
よび内視鏡洗浄消毒装置の内部構成を示すブロック図である。
【００１７】
　先ず、本実施の形態の内視鏡について以下に説明する。　
　図１に示すように内視鏡装置１は、内視鏡２と、外部装置である例えばカメラコントロ
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ールユニット（以下、ＣＣＵと記載する）３と、モニタ（不図示）と、を有して構成され
る。
【００１８】
　本実施形態のＣＣＵ３は、内視鏡２に照明光を供給するための光源を内蔵する光源装置
と内視鏡２が備える撮像素子の各種信号処理等を行うビデオプロセッサとを兼用している
。そして、ＣＣＵ３内には、送気管路に空気などを供給する送気ポンプ（不図示）が設け
られている。
【００１９】
　内視鏡２は、挿入部５と、操作部６と、ユニバーサルケーブル７とを有している。挿入
部５は、観察対象部位へ挿入される細長な長尺部材である。挿入部５は、先端部８と、湾
曲部９と、可撓管部１０とを連設して構成されている。
【００２０】
　先端部８にはライトガイドを備える照明光学系、撮像装置を備える撮像光学系が内蔵さ
れ、先端面にはノズル、処置具導出口を兼用する吸引口が設けられている（何れも不図示
）。
【００２１】
　湾曲部９は、例えば上下左右の四方向に湾曲自在に構成されている。可撓管部１０は、
長尺で可撓性を有する管状部材である。
【００２２】
　操作部６は、把持部６ａを備え、この把持部６ａが挿入部５の基端部に連設している。
操作部６には、湾曲操作部１１、各種スイッチ１２、送気送水ボタン１３、吸引ボタン１
４などが設けられている。
【００２３】
　湾曲操作部１１は、湾曲部９の湾曲操作を行うための湾曲操作ノブ１１ａと、この湾曲
操作ノブ１１ａを所望の回転位置で固定するための固定レバー１１ｂとを有している。
【００２４】
　スイッチ１２は、例えば、レリーズスイッチ、フリーズスイッチなどの切替を行うため
の観察モード切替スイッチなどである。なお、符号６ｂは処置具挿入口である。
【００２５】
　ユニバーサルケーブル７は、操作部６の側面より延出されている。ユニバーサルケーブ
ル７の端部には図２に示す内視鏡コネクタ３０が設けられている。
【００２６】
　ここで、内視鏡コネクタ３０の構成について説明する。　
　本実施形態における内視鏡コネクタ３０は、図２に示すように、側部から信号伝達ケー
ブル３３が延設されている。信号伝達ケーブル３３の他端側には図１の電気コネクタ３４
が設けられている。
【００２７】
　また、内視鏡コネクタ３０は、基端面からライトガイド口金３５および外部接続部であ
る送気口金３６が突出して設けられている。
【００２８】
　さらに、内視鏡コネクタ３０は、外装体の表面に外部接続部である吸引口金３７、送水
口金３８および加圧口金３９が設けられている。
【００２９】
　なお、符号４０は漏水検知用口金、符号４１はアース端子、符号４２はユニバーサルケ
ーブル用折れ止め、符号４３は信号伝達ケーブル用折れ止め、符号４４はタグ内蔵凸部で
ある。タグ内蔵凸部４４の内部にはＲＦＩＤチップなどの個体識別情報チップが内蔵され
ている。
【００３０】
　ところで、使用後の内視鏡２は、図３に示すように、内視鏡洗浄消毒装置５０によって
洗浄および消毒される。
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【００３１】
　具体的には、内視鏡２は、ユーザによって、内視鏡洗浄消毒装置５０のシンク５１内に
セットされる。このとき、ユーザは、内視鏡洗浄消毒装置５０と接続されているシンク５
１内の洗浄消毒チューブ５２を内視鏡２の処置具挿入口６ｂなどに接続すると共に、エア
ーチューブ５３を漏水検知用口金４０と接続する。
【００３２】
　そして、内視鏡洗浄消毒装置５０は、内視鏡２がセットされたシンク５１を覆う蓋が閉
められて、電源がＯＮされ、スタートボタンなどが押されると、洗浄消毒処理を実行する
。
【００３３】
　なお、内視鏡洗浄消毒装置５０の詳細な構成および内視鏡２の洗浄消毒処理に関しては
周知であるため、それらの説明を省略する。
【００３４】
　また、内視鏡２および内視鏡洗浄消毒装置５０によって、本実施の形態の内視鏡システ
ム６０が構成されている。
【００３５】
　ここで、本実施の形態の要部となる第１の口金としての漏水検知用口金４０および、こ
の漏水検知用口金４０に接続するエアーチューブ５３の延出端に配設された第２の口金と
してのエアー口金５４について説明する。
【００３６】
　図４に示すように、エアー口金５４は、硬質樹脂、金属などから形成された環状部材で
ある。このエアー口金５４は、上端に設けられたチューブ接続部５４ａにエアーチューブ
５３が接続され、エアーチューブ５３が抜けないように挟持するための押え管５５がチュ
ーブ接続部５４ａに螺着されている。
【００３７】
　エアー口金５４は、内周部に漏水検知用口金４０の外周部に密着して気密保持する保持
部材としてのＯリングなどのシール部材５６が設けられ、上述したカム溝５７が下端開口
部の周縁部から上部側に向けて形成されている。
【００３８】
　このカム溝５７は、エアー口金５４の下端から上部側に向けて所定の長さの直線状とな
って、さらにエアー口金５４の周方向に沿って上部側の斜め方向に所定の長さの直線状に
形成されている。即ち、カム溝５７は、漏水検知用口金４０への装着方向に沿った溝と、
漏水検知用口金４０への装着方向に対して所定の角度を有して斜め方向に形成された溝と
、を有してエアー口金５４に形成されている。
【００３９】
　なお、漏水検知用口金４０は、弁体２２が金属などから形成された円環状の弁ケース内
に設けられた、いわゆる逆止弁を有している。この弁体２２には、Ｏリングなどの弁ゴム
２３と、図示しないバネなどが設けられている。
【００４０】
　即ち、漏水検知用口金４０は、通常時において、弁ゴム２３を弁ケースに密着させて気
密に閉じた状態となっている。なお、漏水検知用口金４０は、内視鏡コネクタ３０との接
続部分に気密・水密保持するＯリングなどのシール部材２６が配設されている。
【００４１】
　以上のように構成された内視鏡システム６０において、内視鏡２の漏水検知用口金４０
に内視鏡洗浄消毒装置５０に連通するエアーチューブ５３のエアー口金５４が装着される
動作について以下に説明する。
【００４２】
　漏水検知用口金４０およびエアー口金５４は、図５および図６に示すように、エアー口
金５４が漏水検知用口金４０を覆うように装着される。
【００４３】
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　具体的には、漏水検知用口金４０へのエアー口金５４の装着過程において、先ず、エア
ー口金５４に形成されたカム溝５７内に漏水検知用口金４０に設けられたカムピン２１が
係入される。
【００４４】
　そして、エアー口金５４は、図７および図８に示すように、カムピン２１がカム溝５７
に沿うように回動されることで漏水検知用口金４０を覆うように装着される。即ち、エア
ー口金５４は、カム溝５７の形状に沿って回動しながら下方に移動して、漏水検知用口金
４０に装着される。
【００４５】
　そして、エアー口金５４は、図９に示すように、シール部材２６が漏水検知用口金４０
の外周表面に密着することで、気密・水密保持された状態で漏水検知用口金４０に装着さ
れる。
【００４６】
　このとき、漏水検知用口金４０は、エアー口金５４の回動に伴って作動するカム機構な
どによって内部の弁が開口される構造となっている。
【００４７】
　なお、ここでは漏水検知用口金４０は、従来と同様な構成であり、エアー口金５４の装
着脱によって内部の弁が開閉するカム機構の構造などについては周知であるため、それら
の構成要素の詳細な説明を省略する。
【００４８】
　こうして、内視鏡２の内部空間と、内視鏡洗浄消毒装置５０と、が漏水検知用口金４０
、エアー口金５４およびエアーチューブ５３を介して連通する。これにより、内視鏡洗浄
消毒装置５０からのエアーを内視鏡２の内部空間に供給することができるようになる。
【００４９】
　次に、内視鏡洗浄消毒装置５０による内視鏡２を洗浄消毒処理と、このときに実行され
る漏水検知処理の手順について図１０のフローチャートに基づいて説明する。　
　先ず、ユーザによって内視鏡２が内視鏡洗浄消毒装置５０のシンク５１内にセットされ
（Ｓ１）、エアー口金５４が回動されながら漏水検知用口金４０に装着される（Ｓ２）。
これにより、漏水検知用口金４０がエアー口金５４の回動に伴って作動するカム機構など
によって内部の弁が開口されて、内視鏡２の内部空間と、内視鏡洗浄消毒装置５０と、が
連通する。
【００５０】
　そして、上記したように、エアー口金５４のシール部材２６が漏水検知用口金４０の外
周表面に密着することで、エアー口金５４と漏水検知用口金４０が気密・水密保持された
状態となる。
【００５１】
　次に、内視鏡２が内視鏡洗浄消毒装置５０のシンク５１内にセットされた状態から内視
鏡洗浄消毒装置５０の電源がユーザによってＯＮされ、スタートボタンなどが押される。
【００５２】
　すると、内視鏡洗浄消毒装置５０のシンク５１内に洗浄液が充填される（Ｓ３）。内視
鏡２が略浸水する所定量の洗浄液がシンク５１内に充填されると、漏水検知処理が実行さ
れる（Ｓ４）。
【００５３】
　このステップＳ４の漏水検知処理においては、内視鏡２の内部空間に内視鏡洗浄消毒装
置５０から低圧エアーが供給される。このときに内視鏡２に供給される低圧エアーは、内
視鏡２に孔（リーク）が発生しているか分かる程度の低圧の所定の第１の送気圧力となっ
ている。
【００５４】
　この漏水検知処理の際、低圧エアーである第１の送気圧が供給されても、漏水検知用口
金４０の外周表面に密着するエアー口金５４のシール部材２６の摩擦力（保持力）によっ
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て、エアー口金５４が漏水検知用口金４０から外れないように保持されている。
【００５５】
　なお、漏水検知処理における内視鏡２に孔（リーク）が発生の有無については、例えば
ユーザが目視によってシンク５１に充填された洗浄液に内視鏡２の孔（リーク）部分から
の気泡が発生などで判断したり、内視鏡洗浄消毒装置５０内に設けられる後述する圧力セ
ンサによる圧力検出によって自動で判断したりする。
【００５６】
　内視鏡２に孔（リーク）が発生していなければ、エアー口金が漏水検知用口金から自動
的に外される（Ｓ５）。
【００５７】
　このステップＳ５において、内視鏡２の内部空間に内視鏡洗浄消毒装置５０から高圧エ
アーが供給される。このときに内視鏡２に供給される高圧エアーは、漏水検知処理の際の
低圧エアーである第１の送気圧力よりも高圧な所定の第２の送気圧力となっている。
【００５８】
　そのため、高圧エアーである第２の送気圧が内視鏡洗浄消毒装置５０から内視鏡２に供
給されると、内視鏡２の内部空間の圧力が上昇する。
【００５９】
　すると、漏水検知用口金４０の外周表面に密着するエアー口金５４のシール部材２６の
摩擦力に抗して、エアー口金５４が漏水検知用口金４０への装着方向とは逆方向に回動し
て漏水検知用口金４０から自動で外れる。
【００６０】
　エアー口金５４は、図１１から図１４に示すように、カムピン２１がカム溝５７に沿う
ように回動され、高圧エアーである第２の送気圧を噴出しながら漏水検知用口金４０から
外れる。即ち、エアー口金５４は、カム溝５７の形状に沿って回動しながら漏水検知用口
金４０から離れるように押し上げられて移動する。
【００６１】
　これにより、漏水検知用口金４０は、内部の弁体２２が閉口し始め、内視鏡２の内部空
間が気密・水密保持された状態となる。
【００６２】
　また、図１２に示すように、エアー口金５４は、シール部材２６が漏水検知用口金４０
の外周表面と接触しない位置まで回転しながら押し上げられると、第２の送気圧力を受け
て漏水検知用口金４０から容易に外れる。
【００６３】
　なお、エアー口金５４からエアーチューブ５３内に洗浄液が入り込まないように、内視
鏡洗浄消毒装置５０からのエアーが供給され続ける。このとき、高圧エアーである第２の
送気圧が供給し続けられてもよいし、低圧エアーである第１の送気圧力に切り替えて供給
し続けてもよい。
【００６４】
　また、低圧エアーである第１の送気圧力に切り替える場合、例えば、圧力センサによる
急激な圧力変化を検出して実行する他、エアー口金５４が漏水検知用口金４０から外れた
ことを検出する種々の検出手段を用いてもよい。
【００６５】
　次に、内視鏡２の洗浄処理が実行され（Ｓ６）、このステップＳ６の洗浄処理の終了後
に、内視鏡２の消毒処理が実行される（Ｓ７）。なお、洗浄処理時の洗浄液がシンク５１
内から排水された後、消毒液がシンク５１内に充填される。
【００６６】
　これらステップＳ６の洗浄処理時およびステップＳ７の消毒処理時においても、エアー
口金５４からエアーチューブ５３内に洗浄液および消毒液が入り込まないように、内視鏡
洗浄消毒装置５０から低圧または高圧エアーが供給され続ける。
【００６７】
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　このように、本実施の形態の内視鏡システム６０は、洗浄処理中および消毒処理時に漏
水検知用口金４０からエアー口金５４が外れて漏水検知用口金４０が露出した状態となり
、その外表面も洗浄液および消毒液によって洗浄および消毒が行える構成となっている。
【００６８】
　最後に、消毒処理時の消毒液がシンク５１内から排水された後、フラッシング処理など
されて、内視鏡２が内視鏡洗浄消毒装置５０のシンク５１からユーザによって取り出され
（Ｓ８）、内視鏡洗浄消毒装置５０による内視鏡２の洗浄消毒および漏水検知が終了する
。
【００６９】
　なお、図１５に示すように、内視鏡洗浄消毒装置５０は、内視鏡２の内部空間に送気し
たときの圧力を検出する圧力センサ６１を有している。また、内視鏡洗浄消毒装置５０に
は、エアポンプ（送気ポンプ）である加圧ポンプ６３が設けられている。
【００７０】
　これら圧力センサ６１、加圧ポンプ６３は、内視鏡洗浄消毒装置５０内の制御部６４と
信号を授受しており、圧力センサ６１から制御部６４に検出信号が入力され、加圧ポンプ
６３に制御部６４から駆動信号が出力される。なお、加圧ポンプ６３は、低圧エアーであ
る第１の送気圧または高圧エアーである第２の送気圧のエアー出力が制御部によって駆動
制御される。
【００７１】
　さらに、内視鏡洗浄消毒装置５０は、内視鏡２に孔（リーク）が発生していた場合に、
ユーザに知らせるための警報部６５を有している。
【００７２】
　制御部６４は、万が一、内視鏡２に孔（リーク）が発生していると判断すると、警報部
６５に制御信号を出力する。なお、警報部６５は、警告ランプ、警告音、液晶モニタなど
に文字表示による警告などを行う構成である。
【００７３】
　以上のように構成された本実施の形態の内視鏡システム６０は、内視鏡洗浄消毒装置５
０によって内視鏡２を洗浄消毒する際に、先ず、内視鏡２に陽圧をかけてリーク検知処理
を行い、内視鏡２に孔（リーク）がなければ、自動で漏水検知用口金４０からエアー口金
５４を外して洗浄処理を続けて、消毒処理を実行する構成となっている。
【００７４】
　これにより、内視鏡システム６０は、漏水検知処理後に実行する洗浄消毒処理において
、内視鏡２の漏水検知用口金４０の外表面が露出した状態となり洗浄液および消毒液を触
れさせることができ洗浄および消毒が行える。
【００７５】
　その結果、内視鏡洗浄消毒装置５０による洗浄消毒後に内視鏡２の漏水検知用口金４０
からエアー口金５４を外す必要もなく、内視鏡洗浄消毒装置５０の洗浄消毒処理によって
漏水検知用口金４０の外表面も自動で洗浄消毒され、ユーザの手間を軽減することができ
る。
【００７６】
　以上の説明から本実施の形態の内視鏡システム６０は、内視鏡洗浄消毒装置５０によっ
て内視鏡２の漏水検知用口金の外表面も自動で洗浄消毒を行えるようにし、ユーザの洗浄
消毒作業を軽減することができる構成となる。
【００７７】
　以上の実施の形態に記載した発明は、それらの形態に限ることなく、その他、実施段階
ではその要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上
記各形態には、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適
宜な組合せにより種々の発明が抽出され得るものである。　
　例えば、各形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、述べられ
ている課題が解決でき、述べられている効果が得られる場合には、この構成要件が削除さ
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【符号の説明】
【００７８】
１…内視鏡装置
２…内視鏡
５…挿入部
６…操作部
６ａ…把持部
６ｂ…処置具挿入口
７…ユニバーサルケーブル
８…先端部
９…湾曲部
１０…可撓管部
１１…湾曲操作部
１１ａ…湾曲操作ノブ
１１ｂ…固定レバー
１２…各種スイッチ
１３…送気送水ボタン
１４…吸引ボタン
２１…カムピン
２２…弁体
２３…弁ゴム
２６…シール部材
３０…内視鏡コネクタ
３３…信号伝達ケーブル
３４…電気コネクタ
３５…ライトガイド口金
３６…送気口金
３７…吸引口金
３８…送水口金
３９…加圧口金
４０…漏水検知用口金
４４…タグ内蔵凸部
５０…内視鏡洗浄消毒装置
５１…シンク
５２…洗浄消毒チューブ
５３…エアーチューブ
５４…エアー口金
５４ａ…チューブ接続部
５５…押え管
５６…シール部材
５７…カム溝
６０…内視鏡システム
６１…圧力センサ
６２…吸引ポンプ
６３…送気ポンプ
６３…加圧ポンプ
６４…制御部
６５…警報部
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制空气泵62的控制部64。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6648a40a-fb8c-43bc-8815-c9bd8a3fd54a
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/063590294/publication/JP2018143719A?q=JP2018143719A

